
行政栄養士人材育成に関する実態調査結果報告会・
情報共有ならびに意見交換会
第一部 13:00～14:30（予定） Ｗeb ⽅式（ウェビナーによる一⽅向配信）
参加予定者：事前参加登録者（行政に勤務する栄養士）、
研究班員、厚生労働省栄養技官

進行：澁谷先生、由田
1）開会
2）厚生労働省挨拶（塩澤補佐）
3）研究代表者趣旨説明（由田）
4）実態調査結果報告（25分程度×3）
①組織（主管部局に対する）調査結果（諸岡先生）
②都道府県・保健所設置市・特別区に勤務する行政栄養士への個別調査結果
（荒井先生）
③市町村に勤務する行政栄養士への個別調査結果（串田先生）
④報告会第一部のまとめ ３つ調査結果から見えてきたこと（由田）



厚生労働科学研究
公衆衛生領域を中心とした自治体栄養士養成プログラム開発のための研究

研究組織
• 荒井 裕介 （千葉県立保健医療大学）*
• 飯田 綾香 （神奈川県立保健福祉大学）※
• 磯部 澄枝 （新潟県新潟地域振興局健康福祉部）※
• 岡本 理恵 （金沢大学）*
• 串田 修 （静岡県立大学）*
• 小山 達也 （青森県立保健大学）*
• 澁谷 いづみ （愛知県瀬戸保健所）*
• 田中 和美 （神奈川県立保健福祉大学）*
• 諸岡 歩 （兵庫県健康福祉部健康局）※
• 由田 克士 （大阪市立大学）#
（五十音順）

# : 研究代表者
＊: 分担研究者
※:研究協力者



厚生労働省からの参加者
• 健康局健康課栄養指導室

塩澤 信良 室長補佐
• 健康局健康課栄養指導室 栄養管理係

森川 渚 主査
• 子ども家庭局母子保健課 （栄養指導室併任）

田中 早苗 栄養専門官



10年後に目指すべき自治体栄養士の姿

現職の自治体栄養士
（都道府県･保健所設置自治体･市町村）

現職の他分野栄養士
（臨床･特定給食･研究など）

自治体勤務の他職種
（医師･保健師など）

目指すべき姿を実現するための
自治体栄養士養成プログラム

（素案）の検討

意見･希望

意見･希望･情報意見･希望･情報

職能団体
関連組織
学術団体

ニーズ

自治体栄養士養成プログラムの完成
（分野や職位に応じた手引き･教材･実施方法等の調整を含む）

主な保健関連職種のキャリアラダー
等に基づく人材育成プログラムに関
する文献や各所資料のレビュー

現在行われている自治体栄養士
向けの研修プログラム等に関す
る情報の整理

自治体栄養士
の実態･課題

自治体栄養士
のキャリア
ラダーモデル

確認
確認

対応策対応策

年次経過ごとに:公衆栄養施策の高度化･質的向上/自治体栄養士の自己実現とステータス向上

プログラム完成後の展開

本研究の
流れ図
（計画段階）



令和２年度に実施した３つの調査
（何れも全数調査）
• 行政栄養士人材育成に関する実態調査 －組織調査－

（都道府県・保健所設置市・特別区用） 対象１５５自治体

• 都道府県・保健所設置市･特別区に勤務する行政栄養士を対象
とした調査 対象者１,１９２人

• 市町村(保健所設置市を除く)に勤務する行政栄養士を対象とし
た調査 対象者２,８７０人
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